
 
         

 
 

野菜よもやま話     ミニトマト 

 天高く馬肥ゆる秋、気持ちのいい秋晴れが続いています。「ハウスの様子が

ガラッと変わるから見に来たら。」と横芝光町の越川克男さんに誘われ、行

ってみると越川さんはミニトマトの葉をポキポキ、ポキポキと折っていま

す。８月に定植した苗が、今は2ｍほどの高さに育っていました。ミニトマ

トが鈴生りで、一番下の房は赤く色づいています。その樹の葉を下から肩の

高さまで、上部 1/3 ほど残してポキポキ折って除いていきます。折ったあ

とは茎とむき出しのミニトマトだけがずらり。私が「そんなにとったらかわ

いそうでは…」と言うと「かわいそうじゃないよ！大丈夫。実にも光が当た

って赤くなるのが早くなるからね。」ミニトマトの樹は強いんですね。 

 この作業、いつでもどこでもするわ 

けではなく、年内で収穫を終えるこの 

ハウスだけ。収穫に向けて実に栄養を 

集中させたいからです。葉にふれない 

ことで、作業性も良くなるとか。一年 

中出回っているミニトマトですが、栽 

培方法は時期によって異なります。そ 

の時々に合わせて栽培方法、品種を工 

夫して美味しさを追求していますの 

で、毎年新しいことにチャレンジして 

いる農家さんも少なくありません。越 

川さんのミニトマト、 

まもなくお届け 

です！（B） 
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鈴生りのトマトが見えますか？ 


